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(百万円未満切捨て)
１．平成30年８月期の業績（平成29年９月１日～平成30年８月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年８月期 3,743 21.1 1,352 17.6 1,355 18.4 919 14.4
29年８月期 3,092 54.1 1,150 44.4 1,144 44.9 803 57.4

　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年８月期 47.52 47.39 22.3 27.3 36.1

29年８月期 43.39 ― 26.8 31.7 37.2
(参考) 持分法投資損益 30年８月期 ―百万円 29年８月期 ―百万円
　

（注）１．平成29年８月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
２．当社は、平成28年12月１日付で普通株式１株につき３株の割合、平成30年６月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株

式分割を行っております。平成29年８月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益及び潜在株式調
整後１株当たり当期純利益を算定しております。

　

（２）財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年８月期 5,419 4,513 83.2 233.22

29年８月期 4,507 3,744 83.1 193.48

(参考) 自己資本 30年８月期 4,509百万円 29年８月期 3,744百万円
　

（注）当社は、平成28年12月１日付で普通株式１株につき３株の割合、平成30年６月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分
割を行っております。平成29年８月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。

　

（３）キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

30年８月期 1,025 △115 △150 4,918

29年８月期 1,108 △7 673 4,158
　

２．配当の状況
年間配当金 配当金総額

(合計)
配当性向

純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年８月期 ― 0.00 ― 16.00 16.00 154 18.4 5.0

30年８月期 ― 0.00 ― 9.00 9.00 174 18.9 4.2

31年８月期(予想) ― 0.00 ― 11.00 11.00 20.0
4

（注）当社は、平成30年６月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。平成29年８月期については、当該
株式分割前の実際の配当金の金額を記載しております。また、平成30年８月期は、当該株式分割を行った影響を考慮しておりま
す。

　　

３．平成31年８月期の業績予想（平成30年９月１日～平成31年８月31日）
　

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,254 45.2 790 60.5 790 60.4 528 59.6 27.32
通期 4,545 21.4 1,591 17.6 1,591 17.5 1,066 16.0 55.11
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※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年８月期 19,354,200 株 29年８月期 19,354,200 株

② 期末自己株式数 30年８月期 ― 株 29年８月期 ― 株

③ 期中平均株式数 30年８月期 19,354,200 株 29年８月期 18,522,750 株
　

（注）当社は、平成28年12月１日付で普通株式１株につき３株の割合、平成30年６月１日付で普通株式１株につき２
株の割合で株式分割を行っておりますが、平成29年８月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式
数（普通株式）を記載しております。

　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況(４)今後の見通し」をご覧ください。
　当社は、平成30年10月10日(水)に証券アナリスト・機関投資家等に対して決算説明会を開催する予定です。この
説明会で配布する決算説明資料については、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国の経済は、日銀が金融緩和政策を維持することを決定したことなどを背景に、企業収益

や雇用情勢の改善が続いており、景気は緩やかに回復しております。

当社の事業領域である中堅・中小企業のＭ＆Ａ市場は、依然として拡大傾向となっています。経済産業省が平成29

年10月に公表した「中小企業・小規模事業者の生産性向上について」によると、中小企業の経営者年齢のピークが過

去20年間で47歳から66歳と高齢化が進んでいます。2025年には6割以上の中小企業・小規模事業者の経営者が70歳を超

え、団塊世代が今後本格的な引退時期を迎えます。さらに中小企業庁では、事業承継に関する集中実施期間として

「事業承継５か年計画」を平成29年７月に公表しました。これは今後５年程度を事業承継支援の集中実施期間とし、

支援体制、支援施策を抜本的に強化する政策です。また税制改正においても事業承継税制の見直しについて積極的な

議論がなされるなど、事業承継への対応は国家的な課題となっております。後継者問題を抱える企業にとってＭ＆Ａ

はその有力な解決策の一つとして認知されつつあります。

このような環境下、当社は、営業面では、新規顧客開拓のため、平成29年9月に長野と松本で、平成29年10月と11月

に全国15か所で、平成30年2月と3月に全国5か所で、平成30年6月と7月に全国16か所でセミナーを開催し、事業承継型

Ｍ＆Ａの活用事例、実際に会社を譲渡された元経営者の体験について解説いたしました。また案件管理を改善させる

ため社内システム投資を行い、増加している案件の進捗管理をより適切に行える体制の整備を図りました。

さらに、営業力強化と業務の効率化を図るため、平成29年９月に福岡営業所を移転、平成30年1月に名古屋営業所を

移転、人員増加に対応するため平成30年6月に東京本社を増床いたしました。

人員面におきましては、受託案件の増加に対応するため、当事業年度においてＭ＆Ａコンサルタントを17名増員いた

しました。

この結果、当事業年度においては、計88組の（前期67組）の案件が成約しました。売上高は3,743百万円（前期比

21.1％増）、営業利益は1,352百万円（前期比17.6％増）、経常利益は1,355百万円（前期比18.4％増）、当期純利益

は919百万円（前期比14.4％増）と過去最高の業績となりました。

　なお、当社はＭ＆Ａ仲介事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

（２）当期の財政状態の概況

(資産の部)

当事業年度末の流動資産は、前事業年度末に比べ816百万円増加し、5,130百万円となりました。これは主とし

て現金及び預金が760百万円増加したことによるものであります。

　当事業年度末の固定資産は、前事業年度末に比べ94百万円増加し、288百万円となりました。これは主として有形

固定資産が37百万円増加、投資その他の資産が58百万円増加したことによるものであります。

(負債の部)

当事業年度末の流動負債は、前事業年度末に比べ157百万円増加し、878百万円となりました。これは主として買

掛金が53百万円増加、未払金が91百万円増加したことによるものであります。

　当事業年度末の固定負債は、前事業年度末に比べ15百万円減少し、26百万円となりました。

(純資産の部)

当事業年度末の純資産は、前事業年度末に比べ769百万円増加し、4,513百万円となりました。これは主として

利益剰余金が配当により154百万円減少したものの、当期純利益により919百万円増加したことによるものでありま

す。

　

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、4,918百万円と前事業年度末と比べ760百万

円の増加となりました。主な要因は、下記のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は1,025百万円(前事業年度は1,108百万円の収入)となりました。これは主に、法
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人税等の支払額が395百万円あったものの、税引前当期純利益を1,355百万円計上したことによるものでありま

す。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は115百万円(前事業年度は７百万円の支出)となりました。これは主に、敷金及び

保証金の差入による支出が56百万円、有形固定資産の取得による支出が49百万円あったことによるものでありま

す。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は150百万円(前事業年度は673百万円の収入)となりました。これは主に、配当金

の支払額が154百万円あったことによるものであります。

（４）今後の見通し

次期の見通しについては、社内システム開発を行い、提案活動をより一層展開するとともに、業務提携先の拡大を

図ります。特に、中小企業・中堅企業への営業を強化しており、年間を通じた成約の平準化を見込むとともに、上期

には、積極的な広告宣伝活動及びセミナーの開催を見込んでおります。さらに、事業の拡大に向けて、優秀なコンサ

ルタントの増員を推進してまいります。加えて、社内研修を充実させ、技術的な知識の向上、法規制や会計制度の共

有、案件受託・成約に至ったノウハウの共有を通じ、人材の育成を図ります。

そこで、次期の業績予想としましては、売上高4,545百万円、営業利益1,591百万円、経常利益1,591百万円、当期純

利益1,066百万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。

なお、国際会計基準の適用については、株主構成及び国内の同業他社の動向等を踏まえ、適切に対応していく方針であ

ります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年８月31日)

当事業年度
(平成30年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,158,156 4,918,188

売掛金 93,618 152,188

前払費用 24,171 29,939

繰延税金資産 36,293 28,395

その他 1,980 2,746

貸倒引当金 △562 △913

流動資産合計 4,313,658 5,130,545

固定資産

有形固定資産

建物 32,258 60,997

減価償却累計額 △4,798 △7,778

建物（純額） 27,460 53,219

工具、器具及び備品 19,466 40,396

減価償却累計額 △5,993 △12,755

工具、器具及び備品（純額） 13,472 27,641

建設仮勘定 2,700 ―

有形固定資産合計 43,632 80,861

無形固定資産

ソフトウエア 2,068 1,454

無形固定資産合計 2,068 1,454

投資その他の資産

投資有価証券 23,994 34,719

繰延税金資産 14,344 10,713

その他 109,577 160,848

投資その他の資産合計 147,915 206,281

固定資産合計 193,616 288,597

資産合計 4,507,275 5,419,143
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年８月31日)

当事業年度
(平成30年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 22,130 75,502

未払金 351,072 442,127

未払費用 16,831 16,586

未払法人税等 241,558 269,248

前受金 11,500 ―

預り金 4,615 9,663

その他 73,517 65,789

流動負債合計 721,225 878,918

固定負債

その他 41,455 26,380

固定負債合計 41,455 26,380

負債合計 762,680 905,298

純資産の部

株主資本

資本金 823,741 823,741

資本剰余金

資本準備金 801,491 801,491

資本剰余金合計 801,491 801,491

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 2,115,459 2,880,358

利益剰余金合計 2,115,459 2,880,358

株主資本合計 3,740,692 4,505,591

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,902 4,058

評価・換算差額等合計 3,902 4,058

新株予約権 ― 4,194

純資産合計 3,744,594 4,513,844

負債純資産合計 4,507,275 5,419,143
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成28年９月１日
　至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
　至 平成30年８月31日)

売上高 3,092,644 3,743,742

売上原価 1,242,651 1,424,999

売上総利益 1,849,992 2,318,743

販売費及び一般管理費 699,407 965,759

営業利益 1,150,585 1,352,983

営業外収益

受取利息 100 145

受取配当金 1,503 1,880

その他 75 287

営業外収益合計 1,679 2,313

営業外費用

株式交付費 7,623 ―

営業外費用合計 7,623 ―

経常利益 1,144,641 1,355,297

特別利益

新株予約権戻入益 ― 144

特別利益合計 ― 144

税引前当期純利益 1,144,641 1,355,441

法人税、住民税及び事業税 358,440 424,248

法人税等調整額 △17,533 11,459

法人税等合計 340,907 435,708

当期純利益 803,733 919,733
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成28年９月１日 至 平成29年８月31日）

(単位：千円)

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額

金

評価・換算

差額等合計資本準備金
資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 431,268 409,018 409,018 1,415,749 1,415,749 2,256,035 2,148 2,148 ― 2,258,184

当期変動額

新株の発行 392,473 392,473 392,473 784,946 784,946

剰余金の配当 △104,023 △104,023 △104,023 △104,023

当期純利益 803,733 803,733 803,733 803,733

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1,753 1,753 ― 1,753

当期変動額合計 392,473 392,473 392,473 699,710 699,710 1,484,657 1,753 1,753 ― 1,486,410

当期末残高 823,741 801,491 801,491 2,115,459 2,115,459 3,740,692 3,902 3,902 ― 3,744,594

当事業年度（自 平成29年９月１日 至 平成30年８月31日）

(単位：千円)

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額

金

評価・換算

差額等合計資本準備金
資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 823,741 801,491 801,491 2,115,459 2,115,459 3,740,692 3,902 3,902 ― 3,744,594

当期変動額

新株の発行

剰余金の配当 △154,833 △154,833 △154,833 △154,833

当期純利益 919,733 919,733 919,733 919,733

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

156 156 4,194 4,350

当期変動額合計 ― ― ― 764,899 764,899 764,899 156 156 4,194 769,249

当期末残高 823,741 801,491 801,491 2,880,358 2,880,358 4,505,591 4,058 4,058 4,194 4,513,844
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成28年９月１日
　至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
　至 平成30年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,144,641 1,355,441

減価償却費 8,019 12,308

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8 351

受取利息及び受取配当金 △1,603 △2,025

株式交付費 7,623 ―

売上債権の増減額（△は増加） △1,148 △58,569

仕入債務の増減額（△は減少） △1,064 53,372

未払金の増減額（△は減少） 152,777 91,218

未払消費税等の増減額（△は減少） 30,972 △7,728

その他 77,327 △25,650

小計 1,417,551 1,418,717

利息及び配当金の受取額 1,603 2,025

法人税等の支払額 △310,930 △395,393

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,108,225 1,025,349

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,949 △49,344

無形固定資産の取得による支出 △1,618 ―

投資有価証券の取得による支出 △1,000 △10,500

敷金及び保証金の差入による支出 △13,346 △56,839

敷金及び保証金の回収による収入 14,429 3,705

その他 ― △2,101

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,484 △115,080

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 777,323 ―

新株予約権の発行による収入 ― 4,338

配当金の支払額 △103,978 △154,575

財務活動によるキャッシュ・フロー 673,344 △150,237

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,774,085 760,032

現金及び現金同等物の期首残高 2,384,070 4,158,156

現金及び現金同等物の期末残高 4,158,156 4,918,188
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

当社の事業は、Ｍ＆Ａ仲介事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(持分法損益等)

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 平成28年９月１日
　至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
至 平成30年８月31日)

１株当たり純資産額 193.48円 233.22円

１株当たり当期純利益金額 43.39円 47.52円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 ―円 47.39円

(注) １．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２．当社は、平成28年12月１日付で普通株式１株につき３株の割合、平成30年６月１日付で普通株式１株につき

２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当た

り純資産額、１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額を算定しておりま

す。

３．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

前事業年度
(自 平成28年９月１日
至 平成29年８月31日)

当事業年度
(自 平成29年９月１日
至 平成30年８月31日)

１株当たり当期純利益金額

当期純利益(千円) 803,733 919,733

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 803,733 919,733

普通株式の期中平均株式数(株) 18,522,750 19,354,200

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

当期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株) ― 52,007

(うち新株予約権)(株) ― (52,007)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式の概要

― ―

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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